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芝
草
伝
本
の
一
考
察

│
│
大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
芝
草
』『
芝
草
抄
』
の
紹
介
と
『
芝
草
抄
』
翻
刻
│
│

伊　

藤　

伸　

江

一

　

本
能
寺
本
『
芝
草
句
内
岩
橋
』
は
、
上
下
二
冊
、
下
巻
末
尾
に
文
明
二
年
七
月
の
奥
書
を
持
つ
、
心
敬
の
連
歌
と
和
歌
と
を
集
成
し
た
書

で
あ
）
1
（

る
。
本
能
寺
本
は
、
上
巻
に
連
歌
、
下
巻
に
和
歌
を
持
つ
が
、
上
巻
内
の
、
心
敬
の
発
句
と
付
句
を
お
さ
め
た
部
分
は
、
は
や
く
か
ら

単
独
に
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
本
能
寺
本
と
時
期
の
近
い
古
写
本
、
文
明
十
一
年
写
本
（『
芝
草
』）
と
明
応
十
年
写
本
（『
心
敬

詠
草
芝
草
抜
書
）
2
（

』）
に
も
、
和
歌
の
部
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
明
応
十
年
写
本
に
は
、
冒
頭
の
歌
集
関
連
文
言
の
内
に
「
本
之
端

作
ニ
／
芝
草
内
愚
詠
下　

前
後
不
同
／
哥
数
百
七
十
七
首　

自
注
有
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
写
本
の
親
本
の
段
階
で
は
、
和
歌
の
集
も
併
せ
て

存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
同
写
本
で
は
、
巻
頭
と
巻
軸
の
和
歌
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
和
歌
全
体
に
関
し
て
は
「
畧
之
」
と
さ
れ

て
い
る
。
和
歌
部
分
が
脱
落
す
る
傾
向
は
、
他
伝
本
で
あ
る
中
京
大
学
本
、
書
陵
部
本
に
お
い
て
も
存
し
た
。
心
敬
の
作
品
は
、
明
ら
か
に

和
歌
よ
り
連
歌
が
需
要
も
多
く
、
伝
来
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
論
で
は
、
本
能
寺
本
を
も
と
に
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
現
存
主
要
伝
本
で
あ
る
文
明
十
一
年
写
本
、
明
応
十
年
写
本
、
中
京
大

学
本
、
書
陵
部
本
、
大
阪
天
満
宮
本
を
あ
ら
あ
ら
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
、
大
阪
天
満
宮
本
を
構
成
す
る
『
連
歌
芝
草 

全
』
及
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び
『
芝
草
抄 

増
補
』
に
関
し
て
紹
介
を
し
、『
芝
草
抄 

増
補
』
の
翻
刻
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

二

　

ま
ず
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
主
な
伝
本
間
の
形
式
上
の
相
違
を
示
す
。
各
伝
本
の
形
式
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
、
伝
本
の
持
つ
特
徴

は
算
用
数
字
で
列
挙
し
、
同
一
の
特
徴
は
同
一
の
数
字
で
示
し
て
い
る
。
句
番
号
は
す
べ
て
『
連
歌
大
観
一
』
所
収
の
本
能
寺
本
の
番
号
を

使
用
す
る
。
ま
た
、
付
合
は
「
前
句
の
句
番
号
／
付
句
の
句
番
号
」
で
示
す
こ
と
と
し
、
付
合
の
本
文
も
番
号
同
様
、
断
ら
な
い
限
り
本
能

寺
本
で
表
す
こ
と
に
す
る
。
発
句
も
、
断
ら
な
い
限
り
本
能
寺
本
の
本
文
で
表
す
。
た
だ
し
、
本
能
寺
本
に
な
い
句
は
、
句
番
号
を
記
さ

ず
、
句
本
文
は
そ
の
伝
本
で
の
表
現
に
従
う
。

　

本
能
寺
本
は
上
下
二
冊
本
で
、
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
表
せ
る
。

本
能
寺
本
『
芝
草
句
内
岩
橋
』

 

上
巻 

Ａ
序

Ｂ
発
句
及
び
自
注　

計
九
十
一
句

Ｃ
付
句
及
び
自
注
（
計
二
百
六
十
二
句
、
百
三
十
一
の
付
合
）

　

①
148
／
149
の
自
注
及
び
150
／
151
の
句
を
写
し
も
ら
し
、
Ｃ
末
尾
に
補
っ
て
い
る

 

下
巻 

Ｄ
和
歌
及
び
自
注
（「
芝
草
内
愚
詠
下　

前
後
不
同
」）
計
百
七
十
九
首

Ｅ
跋

Ｆ
文
明
二
年
興
俊
宛
心
敬
奥
書
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こ
の
構
成
を
も
と
に
、
他
本
を
見
る
と
、
文
明
十
一
年
古
写
本
、
明
応
十
年
古
写
本
、
中
京
大
学
本
、
書
陵
部
本
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
芝
草
』（
文
明
十
一
年
写
本
）

Ａ
序

Ｂ
発
句
及
び
自
注
（「
愚
句
芝
草
内
発
句
」）
計
九
十
句

　

②
37
句
「
朝
す
ゝ
み
水
の
衣
か
る
木
か
け
か
な
」
が
な
い

　

③
配
列
が
9
、
8
の
順
と
な
る

　

④
配
列
が
45
、
46
、
47
、
49
、
48
、
50
と
な
る

Ｃ
付
句
及
び
自
注
（
計
二
百
六
十
二
句
、
百
三
十
一
の
付
合
）

　

⑤
98
／
99
な
し

　

⑥
110
／
111
な
し

　

⑦
188
／
189
の
次
に
「
214
都
を
す
て
し
山
も
す
み
う
し
／
215
思
ひ
や
れ
横
川
の
嶺
の
秋
の
暮
」
が
入
り
、
190
／
191
に
続
く

　

⑧
202
／
203
の
次
に
「
は
て
は
ま
よ
は
ん
雲
に
い
る
と
り
／
聞
な
れ
し
人
も
い
な
は
を
か
り
あ
け
て
」（
文
明
本
本
文
）
が
入
り
、
204
／
205

に
続
く

　

⑨
252
／
253
の
後
に
「
246
う
つ
ゝ
と
も
夢
と
も
し
ら
す
立
別
／
247
袖
に
な
か
け
そ
大
淀
の
な
み
」
が
入
り
、
254
／
255
に
続
く

　

⑩
310
／
311
の
次
に
「
あ
ら
ま
し
に
胸
の
と
を
山
思
ひ
や
れ
／
雪
野
の
を
し
か
あ
す
や
か
ら
ま
し
」（
文
明
本
本
文
）
が
入
り
、
312
／
313
に

続
く

　

⑪
末
尾
の
二
つ
の
付
合
の
順
序
が
逆
（
352
／
353
、
350
／
351
の
順
に
な
る
）

Ｆ
文
明
二
年
興
俊
宛
心
敬
奥
書
、「
文
明
十
一
年
暮
秋
日
」
の
記
載

『
心
敬
詠
草
芝
草
抜
書
』（
明
応
十
年
写
本
）
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冒
頭　

歌
集
関
連
文
言

Ａ
序

Ｂ
発
句
及
び
自
注
（「
愚
句
芝
草
内
発
句
」）
計
九
十
句

　

⑫
78
句
「
秋
の
葉
は
雪
気
の
雲
を
な
こ
り
哉
」
が
な
い

　

⑬
配
列
が
45
、
47
、
46
、
48
、
49
、
50
と
な
る

　

⑭
配
列
が
75
、
77
、
76
、
79
、
80
、
81
と
な
る

　

⑮
配
列
が
87
、
89
、
88
、
90
と
な
る
。

Ｃ
付
句
及
び
自
注
（
計
二
百
六
十
句
、
百
三
十
の
付
合
）

　

⑯
108
／
109
、
110
／
111
、
112
／
113
の
三
つ
の
付
合
が
な
い
（
106
／
107
の
次
は
114
／
115
で
あ
る
）

　

⑨
252
／
253
の
後
に
「
246
う
つ
ゝ
と
も
夢
と
も
し
ら
す
立
別
／
247
袖
に
な
か
け
そ
大
淀
の
な
み
」
が
入
り
、
254
／
255
に
続
く

　

⑩
310
／
311
の
後
に
「
有
増
に
胸
遠
山
を
思
や
り
／
高
野
の
を
し
か
あ
す
や
か
ら
ま
し
」（
明
応
本
本
文
）
が
入
り
、
312
／
313
と
続
く

Ｆ
文
明
二
年
興
俊
宛
心
敬
奥
書
、「
明
応
十
年
辛
酉
二
月
十
七
日
」
の
記
載

『
愚
句
芝
草
』（
中
京
大
学
本
）

Ａ
序

Ｂ
発
句
及
び
自
注
（「
愚
句
芝
草
内
発
句
」）
計
九
十
一
句

Ｃ
付
句
及
び
自
注
（
計
二
百
六
十
五
句
、
百
三
十
三
の
付
合
）

　

⑧
202
／
203
の
後
に
「
は
て
や
ま
よ
は
ん
雲
に
い
る
鳥
／
守
（
マ
マ
）な

れ
し
人
も
稲
葉
を
か
り
あ
け
て
」（
中
京
大
学
本
本
文
）
が
入
り
、
204
／
205

と
な
る

　

⑨
252
／
253
の
後
に
「
246
う
つ
ゝ
と
も
夢
と
も
し
ら
す
立
別
／
247
袖
に
な
か
け
そ
大
淀
の
な
み
」
が
入
り
、
254
／
255
に
続
く
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⑰
248
「
い
て
ゝ
川
辺
に
は
ら
へ
す
る
人
」
の
付
句
249
が
な
い

　

⑩
310
／
311
の
後
に
「
あ
ら
ま
し
に
む
ね
の
と
を
山
お
も
ひ
や
り
／
雪
野
ゝ
を
し
か
あ
す
や
か
ら
ま
し
」（
中
京
大
学
本
本
文
）
が
入
り
、

312
／
313
と
続
く

Ｅ
跋

Ｆ
文
明
二
年
興
俊
宛
心
敬
奥
書
、
昭
和
十
七
年
八
月
の
潁
原
退
蔵
氏
識
語

『
志
波
久
佐
』（
書
陵
部
本
）

冒
頭
に
芝
草
（
歌
集
）
に
関
す
る
明
応
十
年
写
本
と
同
一
の
文
言
あ
り

Ａ
序

Ｂ
発
句
（「
愚
句
芝
草
内
発
句
」）
計
九
十
一
句

　

⑬
配
列
が
45
、
47
、
46
、
48
、
49
、
50
と
な
る

　

⑱
78
句
を
77
句
の
後
に
イ
本
よ
り
行
間
に
挿
入
す
る
ゆ
え
に
、
配
列
が
75
、
77
、
78
、
76
、
79
、
80
、
81
と
な
る

　

⑮
配
列
が
87
、
89
、
88
、
90
と
な
る

Ｃ
付
句
（
計
二
百
六
十
句
、
百
三
十
の
付
合
）

　

⑲
108
／
109
、
110
／
111
、
112
／
113
を
一
本
よ
り
記
入
（
貼
紙
の
形
で
挿
入
）

　

⑧
202
／
203
の
次
に
「
は
て
は
ま
よ
は
ん
雲
に
入
鳥
／
聞
な
れ
し
人
も
稲
葉
を
刈
あ
け
て
」（
書
陵
部
本
本
文
）
が
入
り
、
204
／
205
に
続
く

（
有
本
よ
り
書
き
入
れ
、
貼
紙
の
形
で
挿
入
）

　

⑨
252
／
253
の
後
に
「
246
う
つ
ゝ
と
も
夢
と
も
し
ら
す
立
別
／
247
袖
に
な
か
け
そ
大
淀
の
な
み
」
が
入
り
、
254
／
255
に
続
く

　

⑩
310
／
311
の
後
に
「
有
増
に
胸　の
イ

遠
山
お
も
ひ
や
り
／
雪
野
の
男
鹿
明
日
や
か
ら
ま
し
」（
書
陵
部
本
本
文
）
が
入
り
、
312
／
313
と
続
く

Ｇ
「
右一
本
奥
書本

有
心
敬
書
集
也
殊
ぬ
れ
衣
の
のマ
マ

理
に
て
書
と
ゝ
む
る
事
正
法
に
も
叶
哉
又
夢
の
浮
橋
な
と
か
け
る
も
同
前
に
歟
」
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本
能
寺
本
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
特
徴
を
見
る
。

　

文
明
十
一
年
写
本
（
以
下
文
明
本
と
称
す
る
）、
明
応
十
年
写
本
（
以
下
明
応
本
と
称
す
る
）
で
は
、
文
明
本
に
は
、
発
句
の
配
列
の
乱

れ
が
二
箇
所
（
③
④
）、
明
応
本
に
は
、
発
句
の
配
列
の
乱
れ
が
三
箇
所
（
⑬
⑭
⑮
）
あ
る
。
文
明
本
に
は
、
付
句
に
二
つ
の
付
合
が
増
補

さ
れ
（
⑧
⑩
）、
二
箇
所
に
配
列
の
乱
れ
が
あ
る
（
⑦
⑨
）。
明
応
本
は
一
つ
の
付
合
が
増
補
さ
れ
（
⑩
）、
一
箇
所
に
配
列
の
乱
れ
が
あ
り

（
⑨
）、
三
つ
の
付
合
が
欠
落
し
て
い
る
（
⑯
）。

　

中
京
大
学
本
は
、
江
戸
後
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
仮
綴
本
で
あ
）
3
（

り
、
巻
末
に
潁
原
退
蔵
氏
の
「
此
之
書
は
心
敬
か
連
歌
の
発
句
並
に
附
合

／
を
注
し
た
る
も
の
に
し
て
芝
草
之
名
に
て
伝
は
／
れ
り
京
都
本
能
寺
に
蔵
す
る
一
本
は
室
町
／
期
の
古
写
本
に
て
最
も
信
憑
す
へ
き
も
の

／
な
る
が
此
之
阿
刀
本
の
伝
本
ま
た
善
本
た
る
／
を
失
は
ず
」
と
い
う
識
語
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
（
昭
和
十
七
年
八
月
）。

　

ま
た
京
大
潁
原
文
庫
に
は
、
昭
和
十
二
年
八
月
三
十
一
日
に
潁
原
退
蔵
氏
の
父
謙
三
氏
が
写
し
た
『
芝
草 

全
』（
潁
原
文
庫
・
Ｇ
Ｂ
・

31
）
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
文
明
本
を
写
し
た
新
写
本
で
あ
）
4
（

り
、
遊
紙
部
分
に
は
、
阿
刀
弘
文
氏
蔵
写
本
を
校
合
し
た
と
の
退
蔵
氏
の
書
き

入
れ
が
あ
る
。
阿
刀
家
は
、
東
寺
の
執
行
職
を
世
襲
す
る
家
で
あ
り
、
阿
刀
弘
文
氏
は
第
四
十
一
代
に
あ
た
る
方
で
あ
っ
た
。
京
大
本
の
異

本
注
記
は
中
京
大
学
本
の
本
文
と
も
一
致
し
、
中
京
大
学
本
は
表
紙
に
打
ち
付
け
書
で
「
愚
句　

心
敬
」
と
記
す
が
、
退
蔵
氏
も
、
阿
刀
弘

文
氏
本
に
つ
い
て
「
表
紙
ニ　

愚
句　

心
敬　

ト
ア
リ
」
と
、
記
し
て
い
）
5
（
る
。
推
測
で
あ
る
が
、
阿
刀
弘
文
氏
所
蔵
の
本
を
、
昭
和
十
七
年

八
月
ま
で
に
、
潁
原
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
京
大
学
は
、
当
該
本
を
平
成
四
年
に
購
入
し
て
い
る
。

　

中
京
大
学
本
の
構
成
を
見
る
と
、
発
句
は
本
能
寺
本
と
同
数
で
配
列
も
変
わ
ら
ず
、
ま
た
、
跋
文
を
持
つ
点
も
本
能
寺
本
に
近
い
。
た

だ
、
付
句
で
は
、
文
明
本
と
同
じ
二
つ
の
付
合
の
増
補
（
⑧
⑩
）
と
、
一
箇
所
の
付
句
の
配
列
の
乱
れ
（
⑨
）
を
持
つ
。
し
か
し
、
潁
原
文

庫
本
と
の
校
合
が
示
す
よ
う
に
文
明
本
と
の
相
違
は
存
す
る
。
な
お
、
本
能
寺
本
跋
文
は
、
そ
の
末
尾
に
「
此
二
冊
か
し
こ
き
人
の
前
に
は

は
ち
か
は
し
く
か
た
は
ら
い
た
き
こ
と
の
み
也
」
と
二
冊
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
中
京
大
学
本
も
同
様
で
あ
る
。
文
明
本
、
明

応
本
い
ず
れ
と
も
相
違
し
、
二
冊
本
の
形
態
か
ら
和
歌
を
除
き
、
序
、
連
歌
の
句
と
和
歌
、
跋
を
備
え
た
形
で
書
写
し
た
伝
本
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
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書
陵
部
本
は
、
江
戸
中
期
の
書
）
6
（

写
で
、
冒
頭
に
は
、
明
応
本
と
ほ
ぼ
同
文
の
和
歌
の
部
に
関
す
る
覚
書
が
あ
）
7
（

る
。
和
歌
の
部
に
関
す
る
文

言
が
あ
る
こ
と
も
、
発
句
の
配
列
の
乱
れ
に
関
し
て
も
、
明
応
本
の
系
統
を
ひ
く
（
⑬
⑮
⑱
）
が
、
明
応
本
で
欠
け
て
い
る
句
を
他
本
と
の

校
合
で
補
い
（
⑱
⑲
）、
明
応
本
が
増
補
し
て
い
な
い
付
合
も
、
他
本
に
よ
り
書
き
入
れ
る
（
⑧
）
点
、
校
合
に
よ
る
混
態
本
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
に
関
し
て
は
ま
ず
、
文
明
本
、
明
応
本
と
あ
わ
せ
、
中
京
大
学
本
と
の
校
異
を
検
討

し
な
が
ら
、
本
能
寺
本
の
読
解
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

三

　

次
に
、
他
の
伝
本
と
は
や
や
違
っ
た
形
式
を
持
つ
、
大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
芝
草 

完
』（
れ
11
・
9
）、『
芝
草
抄 

増
補
』（
れ
11
・
13
）

を
検
討
す
る
。
以
下
、
天
満
宮
文
庫
目
録
で
の
名
称
『
連
歌
芝
草
』、『
芝
草
抄
』
を
使
用
す
る
。

　
『
連
歌
芝
草
』
は
、
岩
橋
序
文
、
発
句
、
付
句
を
内
容
と
し
て
持
つ
集
で
あ
り
、
そ
の
発
句
ま
で
の
部
分
は
前
章
と
同
様
に
検
討
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
序
（
末
尾
に
「
一
見
候
則
可
被
成
煙
も
の
な
り
」（
朱
に
て
こ
の
部
分
を
さ
し
「
已
下
イ
本
ニ
ナ
シ
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
）
8
（

る
））

Ｂ
発
句
及
び
自
注
（「
愚
句
芝
草
内　

発
句
」）　

計
九
十
句

　

⑳
20
句
「
ち
る
花
に
あ
す
は
う
ら
み
ん
風
も
な
し
」
が
な
い

　

㉑
69
句
「
秋
は
今
す
ゑ
つ
む
色
の
し
た
葉
か
な
」
が
な
い
（
68
句
の
後
に
、
69
句
、
自
注
共
に
朱
で
イ
本
よ
り
行
間
に
補
い
あ
り
）

　

㉒
78
句
「
秋
の
葉
は
雪
気
の
雲
を
名
こ
り
か
な
」
を
末
尾
に
句
の
み
補
う　
　

　

⑬
配
列
が
45
、
47
、
46
、
48
、
49
、
50
と
な
る

　

㉓
配
列
が
75
、
77
、
76
、
79
、
80
、
81
（
発
句
全
体
の
末
尾
に
78
句
）
と
な
る　
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⑮
配
列
が
87
、
89
、
88
、
90
と
な
る

Ｈ
付
句
及
び
自
注
（
算
用
数
字
で
句
番
号
を
付
す
）

　
ａ
「
萱
句
抜
書
」
…
『
連
歌
百
句
付
』
所
収
句
（
付
注
）
1
〜
4　

付
合
数
二
（
付
合
の
順
序
は
1
、
2
番
目
で
あ
る
）

　

ｂ
「
芝
草
抄
」
…
『
連
歌
百
句
付
』
所
収
句
（
付
注
）
5
〜
194　

付
合
数
九
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
付
合
の
順
序
は
4
、
6
、
3
、
7
〜
16
、
18
〜
29
、
31
〜
84
、
100
、
85
、
86
、
99
、
87
、
88
、
89
〜
95
、
96
、
98
、

97
番
目
と
な
る
）（
5
、
17
、
30
番
目
の
付
合
が
欠
け
て
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

出
典
不
明
句
（
付
注
）
付
合
数
十
七
（
197
／
198
、
203
〜
208
、
211
〜
236
）

　
　
　
　
　
　
　
　

芝
草
句
内
岩
橋
付
句
（
付
注
）　

付
合
数
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
順
序
306
／
307
、
250
／
251
（
重
出
）、
246
／
247
、
132
／
133
（『
芝
草
抄
』
と
重
複
）、
144
／
145
〜
216
／
217
、
220
／
221
〜
244
／

245
、
248
／
249
〜
304
／
305
、
308
／
309
〜
352
／
353
）（
180
／
181
、
218
／
219
の
二
付
合
欠
）

Ｉ
「
芝
草
集
」「
天
文
四
稔
乙未
霜
月
吉
晨
書
之
」
奥
書
左
注
（
朱
）「
文
明
七
年
心
敬
遷
化
ナ
レ
ハ
天
文
ノ
奥
書
ハ
他
人
也
伊
氏
ノ
奥
書
書
写
誤
而
前
後
セ

ル
歟
」

す
な
わ
ち
、『
連
歌
芝
草
』
は
、
発
句
で
は
明
応
本
か
ら
の
句
の
欠
損
、
句
の
配
列
の
乱
れ
を
ひ
き
ず
っ
て
い
る
。
78
句
は
⑫
の
よ
う
に
明

応
本
の
段
階
で
無
い
句
で
あ
り
、
⑬
⑮
の
配
列
の
乱
れ
は
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
㉓
は
⑭
に
起
因
す
る
。
㉒
で
は
イ
本
か
ら
78
句
を
挿
入
し

て
い
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
㉒
は
⑫
に
な
り
、
㉓
も
⑭
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
集
は
、
付
句
に
関
し
て
は
、
前
章
ま
で
で
検
討
し
た
句
集
と
は
違
う
。
す
べ
て
注
を
付
し
た
付
合
が
入
っ
て
い
る
が
、
ま

ず
「
萱
草
抜
書
」
と
題
し
て
『
連
歌
百
句
付
』
の
一
、
二
番
目
の
付
合
、「
芝
草
抄
」
と
題
し
て
、『
連
歌
百
句
付
』
の
三
か
ら
百
番
目
ま
で

の
付
合
が
入
る
（『
連
歌
百
句
付
』
は
、『
心
敬
作
品
集
』（
昭
和
五
三
・
角
川
書
店
）
所
収
天
理
図
書
館
本
を
付
合
の
順
に
一
か
ら
百
ま
で

番
号
を
付
す
）。
た
だ
し
、
五
、
十
七
、
三
十
番
目
の
三
つ
の
付
合
が
な
い
。
ま
た
、『
連
歌
百
句
付
』
に
は
、
付
注
本
で
あ
る
、『
心
敬
連
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歌
自
註
』（
彰
考
館
文
庫
本
）
が
あ
る
が
、
句
と
注
の
欠
落
が
あ
り
、
本
書
の
注
で
そ
れ
ら
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、『
心
敬
連
歌

自
註
』
で
は
欠
落
し
て
い
る
、『
連
歌
百
句
付
』
の
四
十
五
番
目
の
注
、
四
十
六
、
四
十
七
番
目
の
付
合
と
注
、
四
十
八
番
目
の
付
合
の
前

句
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
同
様
に
七
十
七
番
か
ら
七
十
八
番
の
句
と
注
、
七
十
九
番
の
注
、
八
十
番
か
ら
八
十
八
番
の
句
と
注
、
九
十

九
番
、
百
番
の
注
を
も
補
う
こ
と
が
で
き
る
（『
心
敬
連
歌
自
註
』
に
は
、『
連
歌
百
句
付
』
の
七
十
九
、
九
十
九
、
百
番
目
の
付
合
の
句
は

あ
る
が
注
が
な
い
）。
す
な
わ
ち
十
七
の
注
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、『
心
敬
連
歌
自
註
』
に
存
す
る
『
連
歌
百
句
付
』

の
注
部
分
と
比
較
し
た
時
、
例
え
ば
本
歌
の
存
す
る
三
十
四
番
注
、
三
十
六
番
注
で
歌
の
引
き
方
に
相
違
す
る
部
分
が
存
す
る
こ
と
、
三
十

七
番
注
が
全
く
相
違
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
連
歌
芝
草
』
と
『
心
敬
連
歌
自
註
』
と
は
別
系
統
の
伝
本
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、
出
典
不
明
の
十
七
の
付
合
と
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
付
句
と
そ
の
注
が
入
る
。
当
該
写
本
の
付
句
の
後
半
部
分
を

構
成
す
る
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
内
容
は
、
144
／
145
の
付
合
以
降
、
ほ
ぼ
順
を
追
っ
て
最
後
の
付
合
ま
で
続
く
が
、
う
ち
180
／
181
、
218
／

219
の
付
合
が
な
い
。
詳
細
な
検
討
は
後
日
を
期
す
が
、『
連
歌
芝
草
』
が
、
岩
橋
序
と
発
句
を
持
つ
の
に
加
え
、『
連
歌
百
句
付
』
の
九
十
七

の
付
合
に
関
し
て
注
を
持
ち
、
ま
た
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
付
句
の
内
容
の
う
ち
、
百
以
上
の
付
合
及
び
注
を
連
続
し
て
持
つ
点
は
貴
重

で
あ
り
注
意
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
句
集
は
、
縦
14.8
㎝
、
横
24.2
㎝
の
袋
綴
じ
横
本
で
あ
る
。
表
紙
に
打
ち
付
け
書
で
、「
連
歌
芝
草 

完
」
と
墨
書
、
朱
筆
で
横
に

「
津
」。
茶
の
斜
め
格
子
柄
で
、
表
紙
や
内
部
に
虫
食
い
が
や
や
入
っ
て
い
る
。
遊
紙
一
枚
が
あ
り
、
裏
に

　
　
「
水
戸
黄
門
公
作
扶
桑
拾
葉
集
異
本
心
敬
僧
都

　
　

芝
草
ノ
序
ヲ
出
セ
リ
彼
本
ニ
同
作
ニ
テ

　
　

芝
草
ト
云
モ
ノ
ア
リ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

本
文
は
墨
付
七
十
九
丁
で
、
裏
表
紙
に
は
、

　
　
「
本
文
次
郎
小
年
之
時
書
写
畢
今
度
以
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中
瀬
常
住
所
持
之
本
令
校
合
有
相
違
仍
之

　
　

別
ニ
一
冊
写
添
者
也

　

本　
　

発
句
員　

九
十
句

　
　
　
　

萱
草
抜
書
附
句
二
句

　
　
　
　

芝
草
抄
附
句
百
十
八
句

　

中
瀬
本
ヨ
リ
拾
出
ス
所

　
　
　
　

発
句　
　

一
句　
朱
ニ
テ
記
ス
秋
ハ
今
末
つ
む

花
の
下
葉
か
な

　
　
　
　

附
句　
　

三
十
八＝ 二

句

　
　
　
　

奥
書　
　

一
條

右
増
補
一
巻
別
ニ
添　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
松　

」

と
墨
書
す
る
。
こ
れ
は
大
阪
天
満
宮
神
主
滋
岡
長
松
（
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
〜
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
））
の
手
に
な
る
も
の
で
、

長
松
は
中
瀬
常
住
の
本
を
一
見
す
る
機
会
が
あ
り
、
所
持
の
『
連
歌
芝
草
』
と
、
中
瀬
本
と
相
違
す
る
箇
所
を
見
比
べ
て
、
足
り
な
い
句
を

あ
ら
た
に
写
し
た
と
わ
か
る
。
裏
表
紙
で
、「
本
」
と
記
さ
れ
る
の
が
『
連
歌
芝
草
』
で
あ
り
、「
中
瀬
本
ヨ
リ
拾
出
ス
所
」
と
記
さ
れ
る

「
増
補
一
巻
」
が
『
芝
草
抄
』
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
芝
草
抄
』
を
見
る
。
表
紙
に
打
ち
付
け
書
で
、「
芝
草
抄 
増
補
」
と
墨
書
し
た
縦
14.0
㎝
、
横
23.0
㎝
の
、『
連
歌
芝
草
』
よ
り
も

や
や
小
ぶ
り
の
袋
綴
じ
横
本
で
あ
る
。
一
丁
表
よ
り
八
丁
表
ま
で
、
本
能
寺
本
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
92
句
か
ら
143
句
ま
で
の
二
十
六
の

付
合
が
記
さ
れ
て
い
る
。
付
合
を
二
十
六
組
、
岩
橋
の
配
列
の
ま
ま
に
並
べ
、
最
後
に
八
丁
裏
か
ら
九
丁
表
ま
で
、
岩
橋
に
見
ら
れ
な
い
付

合
二
組
と
、
岩
橋
の
246
／
247
、
306
／
307
の
二
組
の
付
合
を
置
く
。
朱
の
校
合
入
。
表
紙
裏
に
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「
芝
草
之
草
本
先
達
而
一
冊

　
　

有
所
持
今
度
中
瀬
常
住
之

　
　

本
を
以
欠
句
を
補
も
の
な
り

　
　

并
心
敬
奥
書
一
条

　
　

文
化
十
一
年
三
月　

長
松
」

と
墨
書
さ
れ
、
こ
ち
ら
か
ら
、
長
松
が
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
に
中
瀬
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
九

丁
裏
に
は
、
一
行
開
け
た
の
ち
に

　
　

右
此
本
は
心
敬
静
書
集
也
誠
に
ぬ
れ
き
ぬ

　
　

の
こ
と
は
り
に
て
か
き
留
る
こ
と
正
法
に
も

　
　

か
な
ひ
候
や
又
夢
の
う
き
は
し
な
ど
か
け
る
も

　
　

同
前
也

と
あ
り
、
こ
れ
は
書
陵
部
本
『
志
波
久
佐
』
が
一
本
の
奥
書
と
し
て
記
す
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
一
致
す
）
9
（
る
。

　

長
松
は
、
中
瀬
本
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
『
連
歌
芝
草
』
に
足
り
な
か
っ
た
発
句
一
句
と
、
付
句
三
十
二
句
（
長
松
の
記
述
、
正
し
く
は
三

十
句
）
を
得
た
。
な
お
、
三
十
句
の
う
ち
、『
芝
草
抄
』
の
二
十
番
目
の
付
合
は
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
132
／
133
句
で
『
連
歌
芝
草
』
に

も
入
り
、
同
様
に
『
芝
草
抄
』
末
尾
の
二
つ
の
付
合
は
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
246
／
247
の
付
合
と
、
306
／
307
の
付
合
で
あ
り
、
こ
ち
ら

も
『
連
歌
芝
草
』
に
重
複
し
て
入
っ
て
い
る
。
欠
け
て
い
た
発
句
は
本
能
寺
本
の
69
句
「
秋
は
今
す
ゑ
つ
む
色
の
し
た
葉
か
な
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
文
中
に
朱
で
「
イ
ニ
入
／
秋
は
い
ま
末
つ
む
は
な
の
下
葉
か
な　

ク
レ
ナ
井
ト
イ
ヘ
ル
心
ヲ
末
ツ
ム
ニ
テ
／
フ
ク
マ
セ
侍
リ
末
ナ
レ

ハ
詞
ノ
ヱ
ン
ニ
ヨ
ロ
シ
ク
ヤ
」
と
補
入
し
た
。
付
句
は
『
芝
草
抄
』
に
記
し
た
が
、
こ
れ
に
は
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
92
／
93
か
ら
142
／

143
ま
で
の
付
合
が
入
っ
て
い
る
。『
連
歌
芝
草
』
は
、
付
句
中
に
、「
144
あ
る
し
も
し
ら
ぬ
宿
に
こ
そ
す
め
／
145
世
中
に
む
ま
れ
あ
へ
る
は
た
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れ
な
ら
ん
」
に
始
ま
り
末
尾
ま
で
の
『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
付
句
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
両
者
を
合
わ
せ
れ
ば
、
欠
句
二
句
は
あ
る
が
、

『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
付
句
と
そ
の
注
が
網
羅
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、『
芝
草
抄
』
の
句
群
は
明
応
本
か
ら
は
遠
く
、
本
能
寺
本
に
近
い
注
本
文
を

持
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
連
歌
芝
草
』
の
本
文
は
、
岩
橋
と
同
一
句
の
場
合
、
朱
の
異
本
注
記
で
記
さ
れ
た
本
文
の
方
が
『
芝
草
句
内
岩
橋

上
』（
本
能
寺
本
）
の
付
合
本
文
と
一
致
す
る
場
合
が
散
見
さ
れ
（
中
瀬
本
を
写
し
た
際
の
注
記
か
）、
岩
橋
の
205
／
206
の
付
合
の
前
句
付
句

が
入
れ
替
わ
る
、
236
／
237
と
238
／
239
の
順
序
が
入
れ
替
わ
る
な
ど
独
自
の
本
文
も
見
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、『
連
歌
芝
草
』
に
は
、
朱
が
多
く
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
字
句
の
写
し
違
い
の
訂
正
や
、
校
合
し
た
書
き
入
れ
を
示

す
の
み
な
ら
ず
、
若
書
き
の
書
写
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
漢
字
の
字
形
の
訂
正
が
朱
で
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
三
十
丁
裏

の
第
71
句
「
別
」
の
字
は
明
ら
か
に
訂
正
で
正
し
く
直
さ
れ
て
い
る
し
、
注
の
中
の
「
二
条
后
」
の
「
后
」
も
誤
っ
て
い
る
の
を
直
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
三
十
一
丁
表
の
第
75
句
の
「
歟
」
を
「
可
」
と
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
使
う
べ
き
で
な
い
く
ず
し
字
は
朱
の
訂
正
が
入
れ

ら
れ
、
右
傍
に
自
然
な
文
字
を
示
し
直
さ
れ
て
い
る
。
読
み
に
く
く
書
き
く
ず
さ
れ
た
字
は
朱
の
小
字
で
傍
に
示
さ
れ
、
送
り
仮
名
の
誤
り

に
も
訂
正
の
印
が
朱
で
つ
い
て
お
り
、
少
年
の
清
書
が
大
人
の
手
に
よ
っ
て
添
削
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
後
半
に
い
く
ほ

ど
、
字
は
乱
れ
読
み
に
く
く
朱
の
訂
正
も
多
く
な
る
。『
連
歌
芝
草
』
は
、
書
写
の
稽
古
の
際
に
写
さ
れ
た
伝
本
で
あ
り
、
未
熟
な
筆
の
訂

正
添
削
も
見
ら
れ
る
伝
本
で
あ
っ
た
。四

　

長
松
は
、『
芝
草
抄
』
に
お
い
て
、
増
補
し
た
芝
草
の
付
句
の
後
に
、
そ
の
ま
ま
『
ひ
と
り
ご
と
』
を
切
れ
目
な
く
記
し
て
い
っ
た
た

め
、『
芝
草
抄
』
は
、『
ひ
と
り
ご
と
』
の
諸
本
の
一
本
と
し
て
調
査
さ
れ
、
は
や
く
島
津
忠
夫
氏
、
木
藤
才
蔵
氏
が
そ
の
性
質
を
述
べ
ら

れ
）
10
（

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
論
の
性
質
上
、『
連
歌
芝
草
』・『
芝
草
抄
』
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
論
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
れ
ら
二
本
は
、
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散
逸
し
そ
の
実
態
が
わ
か
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
心
敬
の
句
集
の
後
世
の
伝
来
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
。
応
仁
二
年
に
救
済
・
周
阿
と
同
じ

前
句
に
試
み
た
百
の
付
句
と
そ
の
自
注
、
文
明
二
年
に
兼
載
の
為
に
芝
草
か
ら
示
し
た
発
句
と
付
句
そ
れ
ぞ
れ
の
自
注
の
集
成
、
す
な
わ
ち

東
国
滞
在
の
前
半
に
お
け
る
心
敬
の
著
作
が
江
戸
後
期
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
句
に
自
注
が
克
明
に
付
さ
れ
て
お
り
、『
静
書

集
』
と
い
う
名
称
も
奥
書
で
使
わ
れ
、
検
討
す
べ
き
点
を
多
く
有
し
て
い
る
が
、『
連
歌
芝
草
』
は
、『
芝
草
抄
』
と
合
わ
せ
『
芝
草
句
内
岩

橋
上
』
の
一
伝
本
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
一
部
を
と
り
あ
げ
れ
ば
『
心
敬
連
歌
自
註
』
よ
り
も
句
注
の
数
が
備
わ
っ
た
『
連
歌
百
句

付
』
の
付
注
伝
本
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、『
芝
草
句
内
岩
橋
上
』
の
伝
本
を
概
観
し
、
大
阪
天
満
宮
蔵
二
本
の
関
係
を
把
握
し
た
。
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
有

益
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
『
芝
草
抄
』
を
翻
刻
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

※
貴
重
な
伝
本
の
閲
覧
、
調
査
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
中
京
大
学
図
書
館
な
ら
び
に
、
貴
重
な
伝
本
の
閲
覧
、
調
査
の
み
な
ら
ず
、
翻
刻
も

お
許
し
く
だ
さ
っ
た
大
阪
天
満
宮
文
庫
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

注

（
1
）  

引
用
は
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
第
五
集
』
に
よ
る
。

（
2
）  

引
用
は
『
心
敬
集　

論
集
』（
昭
和
二
一
・
吉
昌
社
）
に
よ
る
。

（
3
）  

中
京
大
学
図
書
館
請
求
番
号
（
911.2
／
Sh64
）、
ま
た
『
中
京
大
学
図
書
館
蔵
国
書
善
本
解
題
』（
平
成
七
・
中
京
大
学
図
書
館
）
も
参
照
し
た
。

（
4
）  

潁
原
文
庫
本
は
本
論
で
示
し
た
文
明
本
の
特
徴
を
全
て
持
ち
、『
潁
原
文
庫
目
録
』
に
も
「
文
明
十
一
年
写
本
」
と
注
す
る
。

（
5
）  

引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

（
6
）  

引
用
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
ま
た
『
図
書
寮
典
籍
解
題 

続
文
学
篇
』（
昭
和
二
五
・
養
徳
社
）
を
参
照
し
た
。

（
7
）  

書
陵
部
本
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

外
題
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心
敬
詠
歌
八
冊
芝
草
抜
書

　
　
　
　
　

本
之
端
書
に

　
　
　
　

芝
草
之
内
愚
詠
下　

前
後
不
同

　
　
　
　
　

哥
数
百
七
拾
七
首　

自
注
有

　
　

　
　
　
　

巻
頭

　
　
　
　
　

山
霞

　
　
　
　

朝
霞
色
こ
き
方
を
し
る
へ
に
て

　
　
　
　
　

隔
て
し
山
も
見
え
ぬ
春
か
な

　
　
　
　

此
哥
心
見
え
ぬ
と
侍
る
は
見
ゆ
る
也

　
　
　
　

か
す
み
の
深
き
を
山
そ
と
し
れ
は

　
　
　
　

隔
ゝ
る
か
ひ
は
見
え
ぬ
と
也

　
　
　
　

巻
軸

　
　
　
　
　

冬
尺
教

　
　
　
　

う
つ
し
け
る
木
葉
も
朽
て
霜
を
へ
ぬ

　
　
　
　
　

跡
無
法
の
す
ゑ
の
山
風

　
　
　
　

釈
尊
一
代
説
相
を
入
滅
の
の
ち

　
　
　
　

阿
難
尊
者
結
集
し
給
て
陀
羅

　
　
　
　

葉
に
書
集
て
ひ
ろ
め
給
し
も
今
は

　
　
　
　

末
法
濁
乱
の
時
な
れ
は
朽
う
せ

　
　
　
　

侍
し
と
也

　
　
　
　
　

巻
中
之
哥
皆
此
躰
也
畧
之
招

　
　
　
　
　

月
庵
清
厳
和
尚
正
徹
の
門
弟
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と
見
え
た
り
注
の
詞
に
畧
其

　
　
　
　
　

躰
有
也

（
8
）  

序
文
末
尾
の
文
言
「
一
見
候
即
可
被
成
煙
も
の
な
り
」
は
、
本
能
寺
本
、
文
明
本
、
中
京
大
学
本
序
に
は
な
く
、
書
陵
部
本
序
に
は
「
一
見
候
則
可
成

煙
也
」
と
あ
る
。

（
9
）  
書
陵
部
本
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
一
本
奥
書

　
　
　
　

右
本
は
心
敬
書
集
也
殊
ぬ
れ
衣
のマ

マ

の
理

　
　
　
　

に
て
書
と
ゝ
む
る
事
正
法
に
も
叶
哉
又　

　
　
　
　

夢
の
浮
橋
な
と
か
け
る
も
同
前
候
歟

（
10
）  

島
津
忠
夫
「「
心
敬
僧
都
比
登
理
言
」
お
ぼ
え
が
き
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
19
・
昭
和
四
五
・
一
二
）、
木
藤
才
蔵
『
心
敬
連
歌
論
集
』（
昭
和
五

六
・
笠
間
書
院
）
解
題
（「
ひ
と
り
ご
と
」
と
「
老
の
く
り
ご
と
」
の
諸
本
）、『
中
世
の
文
学　

連
歌
論
集
（
三
）』（
昭
和
六
〇
・
三
弥
井
書
店
）。

『
芝
草
抄
』
翻
刻

　

凡
例

　

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
付
合
に
限
り
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

　

一
、
各
句
に
は
、『
連
歌
大
観
一
』
の
本
能
寺
本
の
句
番
号
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
句
番
号
を
記
し
、
丁
移
り
も
示
し
た
。
残
り
は
い
く

つ
目
の
付
合
に
な
る
か
を
前
句
頭
の
数
字
で
示
し
た
。

　

一
、
九
丁
裏
か
ら
は
、
奥
書
に
つ
づ
い
て
『
ひ
と
り
ご
と
』
本
文
に
な
る
が
、
そ
れ
は
省
略
し
た
。

　

一
、
各
丁
に
お
い
て
、
朱
書
の
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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一
丁
表　

十
一
行
目
〽

　
　
　

二
丁
表　

三
行
目
右
傍
小
字
「
満
誓
歟
」
左
傍
○

　
　
　

五
丁
裏　

二
行
目
右
傍
小
字
「
わ
た
る
か
と
な
り
歟
」
左
傍
◯

　
　
　
　
　
　
　

五
行
目
頭
注
「
別
本
ニ
出
た
り
」

　
　
　

六
丁
表　

六
行
目
二
文
字
目
と
三
文
字
目
の
間
の
補
入
文
字
「
と
」

　
　
　

六
丁
裏　

九
行
目
頭
注
「
別
本
に
出
た
り
」

　
　
　

七
丁
裏　

四
行
目
十
五
文
字
目
朱
に
て
「
れ
」
と
書
き
直
し

　
　
　
　
　
　
　

五
行
目
右
傍
小
字
「
無
侍
歟
」
左
傍
◯

　
　
　
　
　
　
　

十
行
目
右
傍
小
字
「
置
歟
」

　
　
　

八
丁
表　

一
行
目
右
傍
小
字
「
主
歟
」「
無
歟
」

　
　
　
　
　
　
　

六
行
目
五
文
字
目
の
抹
消
筆　

右
傍
小
字
「
と
歟
」
左
傍
◯

　
　
　

八
丁
裏　

四
行
目
右
傍
小
字
「
ひ
歟
」「
ら
」

　
　
　

九
丁
表　

三
行
目
前
句
の
〽

　
　
　
　
　
　
　

四
行
目
頭
注
「
付
句也

」

　
　
　
　
　
　
　

五
行
目
右
傍
文
字
「
物
語
」

　
　
　
　
　
　
　

十
行
目
頭
注
「
別
本
ニ
出
た
り
」「
◯
」

　
　
　
　
　
　
　

十
一
行
目
右
傍
文
字
「
子
」

　
　
　
　

付
句

92　

は
し
る
き
ゝ
す
も
鷹
に
遁
れ
す
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93
あ
し
を
い
た
む
山
路
に
花
の
散
を
見
て

　

句
の
心
は
世
中
無
常
何
の
上
に
も
の
か
れ

　

え
ぬ
方
を
申
侍
り
身
を
捨
て
走
る

　

雉
子
も
命
を
失
ひ
足
を
休
め
て
の
と
や
か
に

　

み
る
花
も
跡
な
く
散
う
せ
侍
は
走
る
も
居

　

た
る
も
遁
れ
ぬ
か
た
の
恐
し
き
を
句
に
対
し

　

侍
る
見
て
と
い
へ
る
は
観
し
た
る
心
に
て

　

荘
子
昨
日
山
中
半
の
句
を
思
ひ
合
せ
侍
る
な
る
へ
し

94　

〽
お
ほ
つ
か
な
秋
も
や
ふ
か
く
成
ぬ
ら
む

95
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
し
な
花
落
る
こ
ろ 

」
一
オ

　

此
句
は
春
な
か
ら
花
の
落
は
て
ゝ
侍
る

　

こ
ろ
は
心
ほ
そ
く
心
に
あ
ち
き
な
く
は
へ
れ
は

　

さ
て
秋
に
か
へ
る
か
と
な
り

96　

心
ひ
と
つ
は
の
と
け
く
や
な
き

97
あ
さ
ほ
ら
け
霞
に
浮
ふ
あ
ま
小
舟

　

あ
け
ほ
の
ゝ
打
か
す
み
た
る
海
士
の
舟
を

　

な
か
む
れ
は
か
は
か
り
の
と
や
か
に
ゑ
ん
に
面

　

白
き
比
も
棹
を
取
海
士
の
心
は
さ
は
か
し
く

　

あ
ら
け
な
く
ニ
そ
侍
ら
め
か
と
な
り

98　

く
る
ゝ
ま
て
に
は
身
を
も
頼
ま
す



20

99
朝
ほ
ら
け
舟
ゆ
く
跡
の
浪
を
見
て

　

此
句
あ
ら
き
浪
に
合
て
只
漕
も
う
せ
ん
ニ
ハ 

」
一
ウ

　

ゆ
め
〳
〵
あ
ら
す
ひ
と
へ
に
ゑ
ん
な
る
朝

　

明
に
さ
す
舟
の
あ
と
な
き
波
を
見
て
世
中
の

　

風
波
を
思
合
た
る
な
る
へ
し
沙
弥
救満

誓
歟済
か

　

歌
の
俤
こ
ゝ
ろ
を
盗
み
侍
る
成
へ
し

　

よ
の
中
は
何
に
た
と
へ
む
あ
さ
ほ
ら
け

100　

君
か
あ
ふ
き
そ
置
し
ま
ゝ
な
る

101
し
つ
み
て
も
朽
す
や
な
き
か
か
ら
と
ま
り

　

さ
衣
の
女
房
の
む
し
あ
け
の
か
ら
泊
と
云

　

と
こ
ろ
に
て
沈
み
失
は
へ
る
時
扇
を
都
に

　

か
た
み
に
と
て
を
く
り
侍
こ
と
共
に
て
前

　

句
を
き
し
ま
ゝ
と
い
へ
は
亡
か
か
ら
は
此
世
ニ

　

と
ま
れ
る
か
と
な
り 
」
二
オ

102　

ま
た
よ
と
た
に
も
い
は
ぬ
朝
戸
出

103
旅
寝
せ
し
我
に
さ
き
た
つ
舟
を
見
て

　

句
の
心
は
出
ぬ
る
舟
に
乗
を
く
れ
侍
る
時
は

　

宿
の
あ
る
し
な
と
に
も
暇
を
こ
ひ
は
へ
ら
ん

　

心
を
も
忘
れ
あ
は
〳
〵
敷
さ
ま
に
て
今本

ノ
マ度ゝ

　

よ
く
な
れ
侍
り
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104　

井
手
の
や
ま
ふ
き
匂
ひ
ぬ
る
こ
ろ

105
ち
り
し
け
る
花
ハ
も
ろ
へえ

の
名
残
に
て

　

橘
の
諸
兄
大
臣
井
手
寺
を
立
て
款
冬

　

好
て
色
〳
〵
つ
く
し
て
植
玉
ひ
し
跡

　

な
れ
は
な
り
さ
れ
は
井
手
の
大
臣
と
も
云

　

ち
り
し
け
る
山
吹
ハ
も
ろ
え
の
か
た
み
と
い
へ
り 

」
二
ウ

106　

も
と
の
さ
と
り
を
心
に
は
え
す

107
い
ろ
に
そ
む
花
を
一
ふ
さ
わ
か
折
て

　

大
覚
世
尊
涅子

槃
に
入
給
へ
る
き
は
に
大

　

事
の
因囚
壕
本
如
此縁
を
さ
と
り
え
た
る
心
を
顕
さ
ん

　

と
て
一
ふ
さ
の
花
を
お
り
て
あ
け
給
迦
葉

　

破
韻
微
笑
し
侍
る
に
我
ハ
迷
の
色
に

　

そ
み
て
折
こ
と
の
拙
き
に
思
ひ
合
侍
り

108　

は
な
は
底
な
る
池
の
は
ち
す
は

109
春
ふ
か
き
さ
や
ま
の
桜
色
く
ち
て

　

は
る
の
暮
か
た
の
さ
く
ら
の
花
は
水
底
に

　

散
し
き
て
朽
は
て
侍
る
に
蓮
葉
は

　

漸
青
や
か
に
出
た
る
成
へ
し
前
の 

」
三
オ

　

は
ち
す
葉
の
花
を
さ
く
ら
の
花
に
と
り

　

な
し
侍
る
は
か
り
な
り
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110　

植
を
き
し
草ク

サ

は
こ
の
頃
花
さ
き
て

111
人
の
か
た
み
の
さ
く
ら
ち
る
か
け

　

う
へ
を
き
し
草
も
桜
も
な
き
あ
と
の
形
見

　

に
て
か
た
み
の
さ
く
ら
の
ち
れ
る
陰
の
草
に
は

　

お
も
は
ぬ
花
の
さ
け
る
と
い
へ
る
句
の
中
ニ

　

あ
は
れ
す
こ
し
侍
る
へ
き
に
や
め
を
と
ち

　

む
ね
を
し
つ
め
て
理
を
は
な
れ
て
見

　

侍
る
作
者
は
か
り
の
上
な
る
へ
し

112　

な
か
め
す
て
け
り
春
秋
の
あ
と

113
こ
ゝ
ろ
さ
そ
か
た
み
の
草
に
残
る
ら
む 

」
三
ウ

　

な
き
人
の
春
秋
の
哀
を
か
け
て
植
を
き

　

け
る
草
と
も
を
見
て
詠
め
す
て
ゝ
消

　

侍
る
心
は
さ
こ
そ
執
心
と
ま
り
侍
る
ら
ん
と
な
り

　

か
や
う
の
前
句
に
花
よ
紅
葉
よ
な
と

　

い
へ
は
面
白
か
り
侍
れ
は
耳
に
も
入
へ
か
ら
す

114　

な
み
た
こ
そ
覚
え
す
袖
に
こ
ほ
れ
け
れ

115
は
な
を
も
身
を
も
わ
す
れ
ぬ
る
陰

　

心
す
ま
し
て
長
く
は
な
を
思
ひ
入
侍
る

　

ほ
と
に
後
に
は
身
を
も
花
を
も
茫

本
ノ
マ
ゝ

に

　

と
し
只
感
涙
の
お
ほ
え
す
も
ろ
く
落
侍
る
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と
な
り
等
閑
な
ら
す
花
を
お
も
ひ
入
た
る

　

さ
ま
な
り 

」
四
オ

116　

あ
け
す
は
い
そ
く
か
け
を
見
ま
し
や

117
す
た
れ
ま
く
霞
の
窓
の
ゆ
ふ
月
夜

　

ろ
う
〳
〵
と
打
曇
り
た
る
夕
陽
に

　

簾
を
捲
て
お
も
は
す
に
急
き
出
け
る

　

夕
月
夜
の
仄
な
る
を
ま
う
け
て
さ
て
も

　

こ
の
す
た
れ
を
あ
け
は
へ
ら
す
は
う
た
て

　

し
き
こ
と
な
る
へ
し
と
お
も
へ
る
な
り
霞

　

の
ま
と
な
と
い
へ
る
あ
た
り
い
さ
ゝ
か
ふ
ひ

　

む
な
る
へ
く
や

118　

な
き
か
あ
と
花
に
三
年
の
か
け
も
う
し

119
に
ゐ
ま
く
ら
か
の
霞
む
あ
さ
床

　

三
年
新
枕
す
る
と
い
へ
る
古
歌
侍
る
也 
」
四
ウ

　

な
き
か
跡
は
人
の
帰
し
朝
床
な
れ
は

　

よ
る
へ
く
や
に
ほ
ひ
な
と
に
て
花
を
ハ
申
也

120　

春
を
い
そ
く
も
た
ゝ
花
の
た
め

121
あ
き
遠
き
う
ら
若
草
の
野
辺
を
見
て

　

前
句
の
春
を
急
く
と
ハ
春
に
な
れ

　

か
し
と
い
へ
る
を
引
替
て
い
か
に
も
い
そ
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き
す
き
よ
か
し
若
く
さ
の
秋
の
花
を
見

　

侍
ら
ん
に
と
よ
せ
侍
る
前
句
を
ひ
き
か
へ
て

　

あ
ら
ぬ
か
た
へ
付
は
へ
る
一
の
粉
骨
也

122　

を
の
つ
か
ら
お
れ
ふ
し
柳
橋
に
し
て

123
わ
た
る
や
ぬ
れ
ぬ
水
の
春
か
せ

　

春
風
の
水
上
を
渡
れ
と
濡
ぬ
ハ 

」
五
オ

　

こ
の
折
伏
た
る
柳
を
わ
か
橋
に
な
し
て
也＝

　

後本
ノ
マ
ゝ
わ
た
る
か
と
な
り
歟

か
と
に
て
人
の
わ
た
る
と
見
給
は
ゝ
無

　

下
の
事
に
や

124　

梅
か
ゝ
や
そ
の
よ
の
袖
に
残
る
ら
む

125
あ別

本
に
出
た
り

け
ほ
の
し
た
ふ
う
く
ひ
す
の
声

　

朝
朗
の
鴬
の
こ
ゑ
を
し
た
ふ
に
は
ゆ
め
〳
〵

　

侍
ら
す
鴬
の
夜
深
く
し
た
ひ
来
侍
て＝
は

　

我
な
れ
侍
し
梅
の
匂
ひ
や
か
た
敷
の

　

袖
に
残
り
は
へ
る
そ
れ
を
花
の
香
に

　

た
か
へ
て
鴬
の
尋
は
へ
る
か
と
な
り

126　

き
ゝ
そ
つ
た
ふ
る
神
の
そ
の
か
み

127
ほ
と
ゝ
き
す
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
山
に
ね
て 

」
五
ウ

　

ひ
と
へ
に
式
子
内
親
王
の
斎
院
の
時
の

　

御
あ
り
さ
ま
と
も
の
哥
と
も
を
立
入
侍
り

◦
◦
◦
◦
◦
◦
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ほ
と
ゝ
き
す
そ
の
か
み
山
の
旅
ま
く
ら
ほ
の
か
た

　

ら
ひ
し
空
そ
わ
す
れ
ぬ

128　

そ
こ
と
な
に
は
の
夕
暮
の
そ
ら

129
ほ
ゝ
きと

す
あ
し
の
し
の
ひ
に
鳴
す
て
ゝ

　

そ
こ
と
な
き
ゆ
ふ
く
れ
の
空
と
侍
れ
は

　

郭
公
の
声
の
面
影
う
か
ひ
侍
は

　

あ
し
の
忍
ひ
は
し
の
ひ
ね
ま
て
に
て

　

芦
ハ
中
の
枕
詞
な
り
半
臂
の

　

句
と
て
歌
に
は
専
中
に
や
す
め
た
る

　

字
を
置
は
へ
り
連
歌
に
も
大
切
の
事
也 

」
六
オ

130　

深
山
の
道
を
ひ
と
り
社
ゆ
け

131
見
し
は
な
き
蓬
の
杣
の
露
分
て

　

此
句
よ
り
さ
ま
山
類
な
と
に
み
給
は
ゝ

　

無
下
の
事
也
な
き
か
跡
の
ふ
り
は
て
ゝ

　

よ
も
き
の
み
高
き
露
を
な
く
〳
〵
独

　

た
つ
ね
入
は
へ
る
心
ほ
そ
さ
只
深
山
に
分

　

ま
よ
ひ
は
へ
る
心
地
し
ぬ
る
と
な
り

132　

あ
ら
ま
し
に
つ
ゐ
の
栖
を
〆
を
き
て

133
よ別

本
に
出
た
り

も
き
か
も
と
よ
い
つ
の
夕
暮

　

此
露
の
身
の
は
て
よ
も
き
か
も
と
を
栖
と
し
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て
朽
う
せ侍

ら

む
あ
ら
ま
し
こ
と
を
歎
き
扨
も

　

い
つ
の
夕
暮
か
な
と
お
も
へ
る
成
へ
し 

」
六
ウ

　

し
め
を
き
て
い
ま
ハ
と
お
も
ふ
秋
や
ま
の

　

よ
も
き
か
も
と
に
ま
つ
む
し
の
な
く
俊

　

成
よ
も
き
ふ
に
い
つ
か
を
く
へ
き
露
の
身
は

　

け
ふ
の
ゆ
ふ
暮
あ
す
の
明
ほ
の
慈
鎮

134　

く
さ
の
み
茂
し
古
へ
の
あ
と

135
な
く
む
し
も
し
ら
す
見
ぬ
世
の
誰
な
ら
ん

　

な
き
あ
と
の
形
見
の
く
さ
に
恨
ぬ
る
虫

　

の
声
を
き
ゝ
て
さ
て
も
こ
ゝ
に
心
を

　

と
め
侍
し
い
か
な
る
人
か
生
か
は
り
て

　

は
か
な
き
虫
な
と
に
も
成
て
す
た
き
侍
る

　

ら
む
と
す
ゝ
ろ
こ
と
を
あ
は
れ
に
た
へ
て

　

お
も
ひ
あ
は
せ
侍
る
心
な
り 
」
七
オ

136　

浅
ち
か
は
ら
の
人
の
面
影

137
露
は
た
ゝ
夕
の
落
す
泪
に
て

　

浅
茅
か
原
に
夕
の
露
の
こ
ほ
れ
侍
る
ハ

　

さ
な
か
ら
涙
か
と
あ
や
ま
た
れ
は
へ
れ
ハ

　

人
の
俤
の
み
な8 え

侍
歟れ

は
さ
て
は
此
涙
は

　

夕
の
お
と
す
よ
と
理
侍
る
也
此
句
少
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前
句
の
心
は
へ
な
と
よ
り
侍
る
な
り

138　

寝
覚
そ
わ
れ
も
な
き
心
持
す
る

139
ま
ほ
ろ
し
の
お
も
へ
は
お
と
す
涙
に
て

　

は
か
な
き
暁
此
身
を
思
ひ
起置

歟

侍
れ
ハ

　

さ
ら
に
我
と
お
も
へ
る
物
も
な
く
は
ん
へ
れ
は

　

こ
ほ
る
ゝ
な
み
た
も
ま
ほ
ろ
し
の
み 

」
七
ウ

　

ぬ主

歟し
に
て
わ
れ
ハ
お
と
さ
す
と
は
か
り
き
ゝえ

歟

　

入
は
へ
る
と
な
り

140　

い
か
な
る
夢
の
我
を
と
ふ
ら
む

141
こ
し
か
た
も
行
衛
も
し
ら
ぬ
身
を
受
て

　

無
来
無
去
の
身
の
さ
て
も
い
か
な
る

　

夢
か
わ
れ
と
な
り
侍
る
ら
ん
と
な
り
と
ふ
に8 と

歟

は

　

玉
し
ゐ
の
身
を
か
り
た
る
成
へ
し

142　

つ
ら
き
か
た
に
そ
生　

か
は
れ
る

143
罪
あ
る
は
女
の
身
を
や
う
け
つ
ら
ん

　

前
句
の
方
と
い
へ
る
心
は
遠
き
さ
か
ひ
の

　

こ
と
な
る
を
女
と
男
の
中
の
こ
ゝ
ろ
を

　

か
た
と
取
な
し
侍
る
斗
此
句
の
眼
な
る
へ
く
や 

」
八
オ

27　

い
な
葉
の
風
の
音
そ
閑
け
き

ふ
る
あ
め
の
あ
し
の
丸
屋
ハ
戸
を
と
ち
て
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を
田
も
る
庵
な
と
を
は
芦
の
丸
屋
と

　

い
ふ0 ひ
歟

な
らら

は
し
は
へ
れ
ハ
也
雨
の
あ
し
と

　

つ
ゝ
け
た
る
は
か
り
な
り
経
信
夕
さ

　

り
ハ
門
田
の
い
な
は
を
と
つ
れ
て

　

あ
し
の
丸
や
に
秋
風
そ
ふ
く

28　

は
て
や
ま
よ
は
ん
雲
に
入
鳥

も
り
な
れ
し
人
も
い
な
は
を
刈
あ
け
て

　

此
前
句
の
心
ハ
ひ
と
へ
に
鳥
の
雲
に
入
と

　

い
へ
る
を
引
替
て
雲
よ
り
お
り

　

な
れ
て
稲
葉
の
雲
に
は
み
入
な
れ 

」
八
ウ

　

ぬ
る
に
か
り
あ
け
は
て
な
は
鳥
お
り

　

な
れ
し
と
こ
ろ
に
迷
ひ
は
へ
ら
ん
と
也

246　

〽
う
つ
ゝ
と
も
夢
と
も
し
ら
す
立
わ
か
れ

247
付
句也

袖
に
な
か
け
そ
大
よ
と
の
な
み

　

伊
勢
斎物

語宮
事
也
女
に
又
も
あ
は
す
て

　

鄙
の
国
へ
行
と
て
の
歌
の
こ
ゝ
ろ

　

大
よ
と
の
ま
つ
は
つ
ら
く
も
あ
ら
な
く
に

　

う
ら
み
て
の
み
そ
か
へ
る
な
み
か
な

306　

い
し
に
へ
の
里
に
か
へ
れ
は
人
も
な
し

307
ひ
と
り
音
す
る
水
の
江
の
な
み

✔
○
別
本
ニ
出
た
り
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こ
れ
は
浦
島
か
こ子

の
五
百
年
に
至
り

　

侍
り
て
我
里
に
帰
ぬ
れ
は
た
ゝ
江
の

　

水
の
は
う
〳
〵
と
む
か
し
を
ひ
と
り 

」
九
オ

　

こ
た
へ
は
へ
る
さ
ま
な
り

右
此
本
ハ
心
敬
静
書
集
也
殊
に
ぬ
れ
き
ぬ

の
こ
と
は
り
に
て
か
き
留
る
こ
と
正
法
に
も

か
な
ひ
し
や
又
夢
の
う
き
は
し
な
と
か
け
る
も

同
前
哉　
　
（
以
下
略
）
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